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日本行動計量学会第 48 回大会を開催して 
 

第 48回大会実行委員長 竹村 和久 

 
日本行動計量学会第48回大会は2020年9月1

日から開催されましたが，新型コロナ感染症

(COVID-19)流行による影響を受けてオンライン

開催になりました．大会実行委員会としては，感

染症対策を準備しながら，発足と同時に通常の対

面形式での開催をする方向で準備を進めていまし

たが，新型コロナ感染対策についての早稲田大学

の行事開催条件が大幅に厳しくなったことを受け，

8 月の理事会で慎重に審議したところ，残念なが

ら対面での大会開催の中止が決定しました．4 月

の理事会で，万一対面開催が中止になった場合は，

チュートリアルセミナーのみオンライン上で開催

し，他のすべての発表，すなわち，基調講演，柳

井レクチャー，基調講演，特別セッション，ラウ

ンドテーブルディスカッション，一般セッション，

ポスターセッションは発表されたものとみなすこ

とが決定されていました．しかしながら，8 月の

理事会の席で，できるだけオンラインでの開催を

して欲しいという強い意見が出て，急遽，シンポ

ジウム，基調講演のオンライン開催も用意するこ

とになりました．このような経緯で，チュートリ

アルセミナーのみならず，基調講演，シンポジウ

ムの発表の先生方にも，厳しい時間的制約のもと

で，オンライン発表の準備をしていただきました． 
チュートリアルセミナーは，渡辺澄夫先生（東

京工業大学情報理工学院教授）による「ベイズ統

計における情報量規準とクロスバリデーション」

と守口剛先生（早稲田大学 商学学術院教授）によ

る「マーケティング研究におけるランダム化フィ

ールド実験の活用」の二本立てで，守口先生には

9 月 1 日に早稲田大学の会場に来ていただき早稲

田大学の学生たちの前でも講演をしていただきま

した． 
9 月 2 日の基調講演は，椿広計先生（統計数理

研究所所長兼理事）による「統計的方法の Scope 
Management」という題目で，統計的方法につい

て，理論的にも深くかつまた広い観点からの展望

の講演をいただき，視聴者による質疑応答をオン

ライン配信で行っていただきました． 
同日の大会シンポジウムは，「コロナ報道の検

証と反省：将来予測と政策の計量のために」とい

う企画で開催され，講演者の先生方全員に早稲田

大学の会場に直接来ていただき，早稲田大学の学

生の前で講演をしていただきました．講演は，松

原望先生（東京大学名誉教授）による「政府の 8
割行動削減提言についての統計学的妥当性と検討

課題」，宮沢孝幸先生（京都大学 ウイルス・再生

医科学研究所 准教授）による「新型コロナウイル

スの性質とウイルス学的感染回避方法」，藤井聡先

生（京都大学大学院 工学研究科 教授）による「新

型コロナに関わる政府系「専門家」の数理分析公

表行為に関する科学者倫理的検証」であり，指定

討論者は，椿広計先生（統計数理研究所所長兼理

事）でした．講演者，指定討論者との活発な議論

がなされ，また，ウェビナー配信での視聴者のた

くさんの質問，コメントをいただき，大幅に時間

を超過しての開催になりました． 
特別セッションは 5 つあり全部で 20 件の発表

があり，ラウンドテーブルディスカッション一般

セッションはひとつで2件の発表，一般セッショ
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ンは10セッションで54件の発表があり，ポスタ

ーセッションは 15 件の発表がありました．この

ように，多くの方がセッションに参加いただき，

大会発表抄録集において発表してくださいました． 
最後になりますが，新型コロナ感染症流行の中

でいろいろな業務負担がある中で大変お忙しいに

も拘らず，大会にご協力・ご尽力いただいたすべ

ての方々， 特に，発表者および協賛組織の皆様，

そして，大会実行委員会，大会担当理事，学会執

行部，学会事務局，大会ヘルプデスクの皆様，ま

たさらに，大会実行委員会に入っていただくとい

う形で作業時の食事のみ提供の完全なボランティ

アで長期間にわたり学会大会を手伝って下さった

竹村ゼミの大学院生の皆様に深くお礼を申し上げ

ます．  
 

竹村 和久 

（たけむら・かずひさ） 
早稲田大学文学学術院教授 

早稲田大学意思決定研究所所

長，早稲田大学理工学術院総合

研究所兼任研究員． 
東京工業大学 博士（学術）北里大学 博士（医学）．

筑波大学大学院システム情報工学科助教授，カーネ

ギーメロン大学社会意思決定学部フルブライト上級

研究員などを経て現職．現在，日本行動計量学会理

事・欧文誌編集委員，日本社会心理学会常任理事，

日本感性工学会理事・編集委員, 行動経済学会編集

委員,日本理論心理学会理事・編集委員長， 国際応

用心理学会（IAAP）フェロー． 
 
 
 

2020 年度学会賞受賞者について 
 
学会賞選考委員長 

前川 眞一（東京工業大学名誉教授 
・大学入試センター特任教授） 

 

 2020 年度の学会賞受賞者の選考および受賞者

について，学会賞選考委員会を代表してご報告い

たします．学会賞には，功績賞，優秀賞，奨励賞，

出版賞の 4 種がありますが，学会賞選考委員長

は昨年度の大会後に指名され，数名の委員で選考

委員会を構成しました．委員会では，ワーキング

グループにより収集された複数候補者の発表論文

等の資料に基づいて審議を重ね，各賞の候補者を

絞り込み最終的な候補者を理事会へ諮りました．

なお，本年度はコロナ禍の真最中でもあり，委員

会での審議は全てメール審議で行いました．その

後，理事会の審議を経て承認され，受賞者本人の

受諾を得て決定されました．学会賞選考に関して

ワーキンググループの方々に大変御世話になりま

した．感謝いたします． 
 
１．林知己夫賞（功績賞） 

山岡和枝会員（帝京大学大学院公衆衛生学研究

科 客員教授，鉄裕クリニカルリサーチセンター長）

が受賞されました． 
山岡会員は公衆衛生学・医学統計学が専門であ

り，行動計量学およびBehaviormetrikaに17本

の論文が掲載されています．本学会の活動への貢

献も大きく，1997 年から 8 期連続で理事を務め

られ，様々な委員会の委員長も歴任されています． 
 

主要論文 
Yamaoka, K., & Yoshino, R. (2015). Relation of 

social capital to health and well-being in the 
Asia Pacific values survey: A 
population-based study. Behaviormetrika, 
42(2), 209-229. 

Yamaoka, K. (2010). Subjective health and 
social factors. Behaviormetrika, 37(1), 37-54. 

山岡 和枝(2005). 東アジアの人々の「健康感」と

関連する社会・文化要因: ―「東アジア価値観

調査」と「医療と文化調査」結果の分析 ―, 行
動計量学, 32(2), 191-199. 

主要著書 
山岡 和枝・安達 美佐・渡辺 満利子・丹後 俊郎 

(2015). ライフスタイル改善の実践と評価─生

活習慣病発症・重症化の予防に向けて─. 朝倉

書店 
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２．林知己夫賞（優秀賞） 

尾崎幸謙会員(筑波大学ビジネスサイエンス系 

准教授)が受賞されました． 

尾崎会員は潜在変数モデルが専門であり，なか

でもSEMやIRTなどの分野に関する優れた論文

を多数公刊されています．行動計量学および

Behaviormetrika にもこの 10 年で 3 本の論文を

発表されております． 

 

主要論文 

Ozaki, K., Sugawara, S. & Arai, N. (2020). 
Cognitive diagnosis models for estimation of 
misconceptions analyzing multiple-choice 
data. Behaviormetrika, 47(1), 19-41. 

尾崎 幸謙・鈴木 貴士 (2019). 機械学習による不

適切回答者の予測. 行動計量学, 46(2), 39-52. 
尾崎 幸謙 (2018). 分冊版調査と短縮版調査の統

計学的比較. 心理学研究, 89(1), 61-70. 
Ozaki, K. (2015). DINA models for 

multiple-choice items with few parameters: 
considering incorrect answers. Applied 
Psychological Measurement, 39(6), 431-447. 

主要著書 
尾崎 幸謙・川端 一光・山田 剛史 (編著) (2019). 

R で学ぶマルチレベルモデル[実践編]: Mplus
による発展的分析. 朝倉書店 

 
３．肥田野・水野欽司賞（奨励賞） 

山口一大会員（アイオワ大学 客員研究員, 日本

学術振興会 特別研究員（PD））が受賞されました．

山口会員は認知診断モデルに関する優れた論文を

国内外の論文誌に多数公刊されています．本学会

の大会でも大学院在学中の頃から継続的に発表さ

れており，今後の一層の活躍が期待されます． 
 

主要論文 
Yamaguchi, K., & Okada, K. (2020).  Hybrid 

cognitive diagnostic model. Behaviormetrika. 
47(2), 497–518. 

Yamaguchi, K. (2020). Variational Bayesian 
inference for the multiple-choice DINA model. 
Behaviormetrika, 47(1), 159-187. 

Yamaguchi, K., & Okada, K. (2020). Variational 
Bayes inference for the DINA model. Journal 

of Educational and Behavioral Statistics. 
山口 一大 (2019). DINA モデルの再定式化と推

定アルゴリズムの直接的導出. 日本テスト学会

誌, 15(1), 21-43. 
 
４．杉山明子賞（出版賞） 

北田淳子会員（原子力安全システム研究所 主

席研究員）が受賞されました． 
受賞理由は同会員が 2019 年に『原子力発電世

論の力学―リスク・価値観・効率性のせめぎ合い

―』(大阪大学出版会)を出版されたからです．本

書は，北田淳子氏が過去 20 年以上にわたる原子

力に関する世論調査・住民意識調査等の結果を中

心に大阪大学の学位論文として計量社会学的解析

をまとめたものであり，皮相的なアンケートデー

タ収集と解析を乗り越えた調査のプロの高等テク

ニックとそれを支える実践的統計哲学がちりばめ

られているものであり，行動計量学に関する優れ

た図書と呼ぶのに相応しいと認められました． 
 

前川 眞一 

（まえかわ・しんいち） 
東京工業大学名誉教授 

・大学入試センター特任

教授 

東京大学文学部第４類心

理学科 卒業(1975)，東京

大学大学院人文科学研究

科心理学専修課程 修了(1977)，東京大学大学院人文

科学研究科心理学専門課程 単位取得退学(1985)，
The University of Iowa, College of Education 修了 
(Ph.D in Education)(1985)．大学入試センター 助教

授(1986-2000)，同教授(2000-2001)，東京工業大学

大学院社会理工学研究科人間行動システム専攻 教
授(2001-2016)，同リベラルアーツ研究教育院 教授

(2016-2018)を経て，現職． 
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学会賞受賞者より 
 

林知己夫賞（功績賞）を受賞して 

帝京大学・鉄祐会 山岡和枝 
 
この度は林知己夫賞(功績賞)を頂戴し，大変光

栄に存じます．私が日本行動計量学会に入会させ

ていただいたのは1977年で，学会が1973年に設

立されてから4年後のことでした．そのころ私が

助手を務めていた帝京大学医学部公衆衛生学教室

の山本幹夫教授と林知己夫先生が「国民健康の生

態」研究に関する共同研究をされており，共同研

究者としてですが，行動計量学への初めての論文

投稿が 1976 年のことでした．それを学会発表す

るようにといわれたことが発端で入会したと記憶

しております．それからはほぼ毎年のように学会

にはご一緒させていただき，林知己夫先生にはさ

まざまなことを教えていただきました．今回の受

賞で 40 年を超える私自身の研究生活が走馬燈の

ように蘇ってきました．特に印象深いのは，1980
年になってからは米国ベル研究所・クラスカル先

生が統計数理研究所に客員研究員として来日され

たときに林知己夫先生から突然，林文先生といっ

しょにお話を伺って勉強しろといわれたことがあ

ります．その折には３次元空間での多次元データ

解析の手法の１つである PARAFAC についての

お話を伺い，林文先生との共同研究として

「PARAFAC解く二つのアルゴリズムの比較」を

行動計量学に論文発表させていただきました．こ

れが2つ目の行動計量学への論文発表となりまし

た．それ以来，林文先生とは社会調査や選挙予測，

QOL 研究など，多岐にわたりご一緒に研究をさ

せていただいており，国際学会などにもご一緒さ

せていただき，楽しい思い出となっております．

また，1990年代では「循環器疾患におよぼす心理

的・社会的要因」研究では木下富雄先生にご教授

いただきました．そのころから参加させていただ

いた米国西海岸日系人の国際比較調査では吉野諒

三先生ともご一緒に調査活動に参加させていただ

き，いろいろなことを教えていただきました． 
最初のうちはなれない学会発表で緊張もしま

したが，多くの方と共同研究を行ったり学会活動

を行ったりしていくうちに，むしろ楽しく活動に

参加しておりました．これはもちろん，林知己夫

先生の知的好奇心に魅かれたこともありましたが，

学会が立ちあがって直後の，新しい方向性を目指

して皆が熱気あふれる活動をしていたことも大き

な要因であったと思います．運営委員長をお引き

受けしたときも多領域にわたる月例シンポジウム，

合宿セミナー，研究部会活動など，特に若手学会

員が積極的に担当し開催するなどの活動をしてこ

られたことも印象深いところです．このように日

本行動計量学会を通してさまざまな分野の先生方

と交流ができ，学会の多様性の大切さをひしひし

と感じました．改めまして，学会活動を通して交

流のできたすべての先生方に御礼を申し上げます． 
現在は鉄祐会に新設していただいた鉄祐クリ

ニカルリサーチセンター長として，在宅医療での

調査研究を開始したところです．これからの方向

性を考えるとともに，今回の受賞は私自身の研究

の振り返りの良い機会ともなりました．最後に，

学会の更なる発展と，みなさまのご活躍を期待し

ております．  
 

山岡 和枝 

（やまおか・かずえ） 
帝京大学大学院公衆衛生

学研究科客員教授，鉄祐

クリニカルリサーチセン

ター長 

1975 年 横浜市立大学文

理学部数学科卒業，医学博

士（帝京大学，1987年）．帝京大学医学部・法学部，

国立保健医療科学院技術評価部，帝京大学大学院公

衆衛生学研究科を経て，2020年4月より同客員教授，

鉄祐クリニカルリサーチセンター長． 
 

 

林知己夫賞（優秀賞）を受賞して 

筑波大学 尾崎 幸謙 
 
この度は，林知己夫先生の名が冠された栄誉あ

る賞を頂戴し，大変光栄に存じます．今回の受賞

は，今後に向けての叱咤激励であると捉え，研究

に精進する所存です．また，私の業績の多くは共

著のものですので，これまでにご指導頂いた先生

方に深謝申し上げたいと思います． 
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肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を頂戴したのが

2010年でしたので，この10年を振り返ってみた

いと思います．豊田秀樹先生（早稲田大学）のも

とで心理・教育測定学を学び，安藤寿康先生（慶

應義塾大学）のもとで行動遺伝学の研究を行った

私は，10年前，統計数理研究所データ科学研究系

助教として，調査科学を中心とした研究を行って

おりました．標本抽出理論について概略は知って

いても，調査といえば大学の教室で行う心理学の

質問紙調査をイメージしていましたので，厳密な

標本抽出理論に基づく社会調査研究はとても新鮮

に映りました．それと同時に，心理学の研究では

なぜ標本抽出理論に基づく調査を行わないのか，

行わないことで何が生じているのかという問題意

識を持ちました．このような問題意識を持ちつつ

社会調査に携わったことはとても良い経験になり

ました． 
統計数理研究所では毎週水曜日に「統計数理セ

ミナー」が実施されます．主として研究所の教員

が1年間の研究成果や現在の関心等について話題

提供する場です．統計数理研究所には数理統計学，

物理学，薬学，経済学など様々な立場から統計学

を研究する教員が集まっています．高度で理解で

きない内容ばかりでしたが，「心理・教育測定やマ

ーケティングとは関係のない統計学」があるとい

う当たり前のことに気付き，翻って自分の研究に

目を向けるとても良い機会になりました． 
その後，2013年に現所属の筑波大学に赴任し，

経営学を学ぶ有職社会人に対して統計学を教えて

います．ここでの一番の学びは，「研究の意義を明

確にすること」でした．これは社会人教育のため

の機関であることと関連があると思っていますが，

面白いだけではなく，何のための研究であるかを

学生に強く意識させています．そのことが自分自

身の研究の意義を考える姿勢にもつながりました． 
このように考えると，新しい組織に身を置くこ

とで，これまでの考え方との間でコンフリクトが

生じ，そのことによって新しい視点を獲得する機

会が与えられた 10 年間だった，ということかと

思います．その最大の機会である海外での研究を

行っていない私が主張すべきではないかもしれま

せんが，特に若手の皆さんにはコンフリクトが生

じるような場でも臆せず，積極的に身を置いてほ

しいと思います． 
また，この 10 年間で大勢の先生方にお世話に

なりましたが，その中でお二人の先生にお礼を申

し上げたいと思います． 
1人目は前田忠彦先生（統計数理研究所）です．

前田先生は早稲田大学の大先輩でもあり，統計数

理研究所に入る前から気にかけて頂いておりまし

た．在職中は標本抽出理論の基礎や面接調査の実

査について勉強させて頂きました．山形県鶴岡市

で合宿のような形で方言調査に携わらせて頂いた

ことは良い思い出です． 
2 人目は新井紀子先生（国立情報学研究所）で

す．新井先生とは統計数理研究所在職時に「大学

生数学基本調査」で，筑波大学に異動してからは

「リーディングスキルテスト」の開発でご一緒さ

せて頂きました．新井先生は上記以外にも

researchmap の開発や東ロボプロジェクトを主

導され，社会のためにいま何をすべきか，という

ことを常に考えていらっしゃるように思います．

このようなビッグプロジェクトを何本も主催する

のは真似のできることではありませんが，その志

からいつも勉強させて頂いております． 
対面での大会開催が中止となり，学部・大学院

の9年間を過ごした早稲田大学文学部キャンパス

での授賞式も行われなかったことはとても残念で

したが，コロナの状況が落ち着いたら，久しぶり

にキャンパスに行き，豊田先生にご報告したいと

思います．  
 

尾崎 幸謙  

（おざき・こうけん） 
筑波大学ビジネスサイエ

ンス系准教授 

2006 年早稲田大学大学院

文学研究科博士後期課程

心理学専攻修了．博士（文

学）．科学技術振興機構研究員，日本学術振興会特別

研究員（PD），統計数理研究所助教を経て，2013年

より現職．日本行動計量学会では 2015 年より日本

行動計量学会理事，2018年より広報委員会委員長を

務める． 
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肥田野直・水野欽司賞(奨励賞)を受賞して 

日本学術振興会・University of Iowa 山口 一大 
 
この度は，肥田野直・水野欽司賞という栄誉あ

る賞を頂き，誠にありがとうございます．過去の

受賞者のお名前を拝見して，華々しく活躍されて

いる諸先輩方のお名前ばかりで，大変恐縮してお

ります．日頃ご指導くださっている先生方に深く

感謝申し上げます． 
私はこれまで，テスト理論モデル，特に認知診

断モデルあるいは診断分類モデルと呼ばれる教育

測定モデルに興味を持って研究を行って来ました．

行動計量学には，本邦で初めてと思われる認知診

断モデルのレビューを１本発表させていただきま

した．また，Behaviormetrika誌には，変分ベイ

ズ法を多値型の認知診断モデルに応用した推定方

法を提案した論文と，複数の解答方略をベイジア

ン混合モデルとして表現したモデルを開発した論

文の２本を今年発表しました．レビュー論文とモ

デル開発論文は東京大学の岡田謙介准教授との共

同研究で，変分ベイズ法の論文は単独で執筆した

ものになります．現在は認知診断モデルと変分ベ

イズ法などのベイズ推定法の教育測定モデルへの

応用に興味をもって研究を続けており，また関連

研究を行動計量学会や論文として発表させていた

だけましたらと思います． 
認知診断モデルは，項目反応理論モデルとは異

なって，潜在変数がカテゴリカルなモデルで，潜

在クラスモデルの特殊な場合とも考えられるモデ

ルで，比較的新しい教育測定モデルです．私が研

究を始めた，大学院入学当時はあまり日本語の資

料などもなく，手探りで一つ一つ学んでいきまし

た．その一方で，認知診断モデルは海外では活発

な研究が行われており，海外の学会でもセッショ

ンがいくつも組まれています．まだまだ研究すべ

きことも多いように感じられ，私も現在

University of Iowaで海外の認知診断モデル研究

者との共同研究を行っています．今回の受賞を受

けて，日本人の認知診断モデル研究者として，国

外にも研究成果をしっかりと発信できるように，

ますます気を引き締めて研究に邁進して行く所存

です．まだまだ若輩者ですので，行動計量学会の

諸先生方におかれましては今後ともご指導ご鞭撻

のほどよろしくお願い申し上げます． 
 

山口 一大 

（やまぐち・かずひろ） 
日本学術振興会特別研究員

PD・University of Iowa客

員研究員 

2018 年東京大学大学院教育

学研究科博士課程終了. 博
士（教育学）.項目反応理論モデルや認知診断モデル

（診断分類モデル）といった教育測定モデルやベイ

ズ統計学の教育測定モデルへの応用などに興味を持

ち研究を行っている． 
 

杉山明子賞（出版賞）を受賞して 

（株）原子力安全システム研究所 北田 淳子 
 
このたび杉山明子賞（出版賞）を頂戴し，大変

光栄に思っております．この本は原子力発電に関

する継続調査に二十数年携わってきた私の研究の

総仕上げとなるものです．受賞理由の，林知己夫

先生の「データの科学」を具現したものとの言葉

に，過分な評価と承知しつつ，嬉しさがこみ上げ

ました．私は 30 歳代半ばの転職先が研究所だっ

たということで，研究の仕事に関わることになり

ました．入社後の初仕事は，講演で来所された林

先生の京都観光に同行することでした．高名な先

生に緊張しつつ，京都に詳しい林先生に私のほう

が案内されていました．それ以降十年近くにわた

りご指導いただきました．林先生は最晩年も調査

で物を知ることに対する尽きることのない熱意を

おもちでした．先生が提唱されたデータの科学を

具現できているとするならば，私にとってこの上

ない喜びです． 
この本は，定年を控えて博士課程に入り，吉川

徹先生のもとでまとめた博論です．この環境で取

り組んだことで，それまでの自分の一連の研究を

俯瞰して全体をとらえることができたように思い

ます．先生には多大な学問的刺激や励ましを受け，

また編集者に推薦し出版の道を開いていただきま

した．吉川先生と出会わなければ，このような形

でまとめることも1冊の本になることもなかった

と思います．吉川先生に心より感謝しております．  
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世論調査の結果は１つの問い方による結果が

唯一正しいというのではなく，問い方によって素

直な願望であったり，現実的な判断であったりし

ますが，それぞれが意識の異なる断面をとらえて

いるのだと思います．私は原子力発電の社会的受

容を掲げる研究所に所属していますが，執筆にあ

たってはできる限り中立的な立場を心掛けました．

賛否が対立するテーマであり，どちらの側も共有

できる，世論についての客観的なデータが，原子

力発電とどう向き合っていくかを議論するうえで

真に役立つと考えました．原子力関連の学会では

ない行動計量学会で賞に値すると認めていただけ

たことは，特に価値があると思っております． 
振り返りますと，人生の転機で何かを選択した

先に人との出会いがあり，そのサポートを得て成

長し次へとつながってきました．出版賞はこつこ

つと歩んできた道の最後でいただいたご褒美のよ

うに感じております．これまでお世話になった皆

さまに心よりお礼申し上げるとともに，行動計量

学会の今後のさらなる発展を期待申し上げます． 
 

北田 淳子 

（きただ あつこ） 
（株）原子力安全システム研

究所 主席研究員 
大阪大学人間科学部卒業．

1993 年に原子力安全システム

研究所に入社，現在に至る．

2018 年に大阪大学博士（人間

科学）．日本原子力学会社会環境部会優秀発表賞 
（2005年），日本行動計量学会優秀賞（林知己夫賞）

（2009年），日本原子力学会論文誌編集委員会 “The 
Journal of Nuclear Science and Technology Most 
Popular Article Award 2017”（2018年）, 日本原子

力学会社会環境部会業績賞（2020年） 
 
 
 
 
 
 
 
 

北田淳子（著）『原子力発電世論の力学―リスク・

価値観・効率性のせめぎ合い―』，大阪大学出版会，

2019年10月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新たな名誉会員のご報告 
学会賞選考委員長 

前川 眞一（東京工業大学・大学入試センター） 
 
行動計量学の発展に功労のあった朝野熙彦会

員（(株)コレクシア アカデミック・アドバイザ

ー）が理事会より名誉会員として総会へ推薦され，

同総会の承認を経て名誉会員となられました． 
朝野会員は1998年の第26回大会でマーケティ

ングと行動計量の特別セッションのオーガナイザ

ーを勤め，その後約 20 年にわたって本学会の大

会にてマーケティングの特別セッションをコーデ

ィネートされてきました．2002 年 11 月の第 77
回行動計量シンポジウム「マーケティングと行動

計量」を岡太会員と共同で企画されたり，2003
年以降理事を通算で 5 期務められたりするなど，

長年にわたる本学会への多大なる貢献が認められ

ます． 
 

主要著書 
朝野 熙彦(編著) (2018). マーケティング・リサー

チ入門 ―「調査」の基本から「提言」まで. 東
京図書 

朝野 熙彦 (編著) (2018). ビジネスマンが一歩先

をめざす ベイズ統計学―Excel から RStan へ

ステップアップ―. 朝倉書店 
朝野 熙彦 (2018). 入門 多変量解析の実際. 筑摩

書房 
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運営委員会より 

 

令和3年度研究部会の募集について 

         運営委員会委員長 
鈴木 讓（大阪大学） 

 
日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています． 
研究部会には，一定地域での研究推進活動や研

究普及活動を主な目的とする地域部会，および，

オリジナリティに富んだ研究成果をあげることを

目的とする研究グループがあります． 
活動経費は，地域部会については，1 部会 5 万

円(採択件数は優れた研究計画を若干数)です．地

域部会については，都市部から東京近郊までを主

たる活動地域とする部会は考えておりません． 
令和3年度の研究部会の募集を下記要領で行い

ます．なお，採否の審査結果は，4 月初旬にお知

らせする予定です． 
 

◯提出書類(下記の内容を電子メールにてお送り

ください): 
(1) 地域部会: 研究部会名，代表者，参加予定者

(会員・非会員別)，助成希望金額，活動予定(こ
の順序で書くこと) 

(2) 研究グループ: 研究部会名，代表者，参加予

定者(会員・非会員別)，研究計画，活動予定(こ
の順序で書くこと) 

◯応募締切: 令和3年1月29日(金)必着 
◯送付先(問合せ先) 
日本行動計量学会運営委員会委員長 
鈴木 讓 (大阪大学) 
j-suzuki@sigmath.es.osaka-u.ac.jp 
なお，研究部会に関する規約はwebページ 
https://bms.gr.jp/wp-content/uploads/bukai.pdf 
をご参照ください． 
 
 
 
 
 

第23回春の合宿セミナーのお知らせ 

実行委員長 芳賀 麻誉美（大阪経済大学） 

 
第 23 回春の合宿セミナーでは，中止となった

昨年度の合宿セミナーで取り上げる予定だった

「時系列分析」について，オンライン（リアルタ

イム配信・LIVE型）で90分×8コマの2日間の

集中講義を行います．合宿という名称は残し，参

加者同士の交流がはかれるよう夜は情報交換会

（大復習大会兼懇親会）をミーティング形式で行

う予定です． 
「時系列分析」というと，計量経済学を思い浮

かべる方は多いと思います．しかし，スマートフ

ォンやWEBカメラ，ウェアラブルデバイス，IoT
などの情報技術の普及により，時系列の行動計量

データが急激に増えています．今の時代に学ぶべ

き分析手法の１つが時系列解析であることは間違

いありません． 
この講義は，古典的な時系列分析の方法論の解

説からはじめて，無理なく多変量時系列分析に進

みます．特に「状態空間モデル」は，実際にプロ

グラムを動かして学ぶ演習を組み込んだ実践型コ

ースです． 
充実した内容にも関わらず，90分1コマあたり

準会員（学生）は500円，正会員は1,000円とい

う有り得ない価格設定でのセミナー開催は，学会

主催であるからこそ実現できるものです． 
自らの学びと研究のため，あるいは，教え方の

ヒントを掴み教育に活かすために，学生，社会人

実務家から教員の皆様まで，幅広いご参加をお待

ちしております． 
申し込み開始は2021年1月11日10時開始予

定です．申し込み多数の場合には先着順とさせて

いただきます．どうぞ早めのお申込みを検討くだ

さい． 
 

＜開催基本情報＞ 
開催日時：2020年3月27日（土）～ 28日（日）

（2日間） 
開催方法：オンライン・リアルタイム配信（LIVE
形式） 

内容：「人の行動を捉える！－現代時系列分析入門」 
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講師：大阪電気通信大学 情報通信工学部情報工学

科 教授 小森政嗣 
参加費: 準会員（学生)：4,000 円，学生非会員：

10,000 円，正会員（一般)：8,000 円，一般非

会員：18,000 円（今回，新たに入会申請され

た方には，会員価格が適用されます．） 
申込開始：2021年1月11日10時開始予定 
セミナー詳細：https://spring23.peatix.com/ 

 
＜講師によるコース概要説明＞ 
位置情報や心拍などのライフログ，SNS，モー

ションキャプチャや経験サンプリングのデータの

ように，人の行動に関する生態学的妥当性が高い

時系列データが容易に入手できるようになってき

ました． 
しかし，これらの時系列分析に対して，まだ近

寄りがたいイメージを持っている人も多いのでは

ないでしょうか． 
時系列分析を取り上げた書籍の多くでは，計量

経済学的な指標がとりあげられ，その指標の予測

に重点が置かれています． 
一方，人の行動の時系列データの分析の場合，

時間経過に伴う変化を観察する，複数の時系列間

の関係（類似度や因果）を明らかにする，多変量

時系列データを要約して把握する，など分析の目

的も様々で，またそれに応じて手法も様々です． 
本セミナーでは，時系列データから行動を理解

する上で意味のある情報を抜き出すための統計技

術やノウハウを，具体的な事例とともに共有する

ことを目指します（Rを用います）． 
 

＜講義スケジュール（予定）＞ 
3月27日（土） 
・ 9:00～10:30 人の行動を対象とする時系列分

析の基礎 
・10:40～12:10 伝統的な時系列分析モデルと状

態空間モデルの基礎 
・12:10～13:00 昼食休憩 
・13:00～14:30 実験・準実験計画での時系列分

析（１）中断時系列 
・14:50～16:20 実験・準実験計画での時系列分

析（２）経験サンプリング 
・16:30～17:00 質疑応答 

3月28日（日） 
・ 9:00～10:30 状態空間モデルによる時系列モ

デリングの様々な実例 
・10:40～12:10 調査観察データの時系列分析

（１）複数の時系列の関係の検討 
・12:10～13:00 昼食休憩 
・13:00～14:30 調査観察データの時系列分析

（２） 因果の分析 
・14:50～16:20 調査観察データの時系列分析

（３） 多変量の時系列データの要約 
・16:30～17:00 質疑応答 

 
広報委員会より 

 

        広報委員会委員長 

尾崎 幸謙（筑波大学） 

 
学会 Webページのデザイン変更・整備・更新 

前号でもお伝えしましたが，学会名の英語表記

変更と Web ページの信頼性向上のために，学会

Web ページについて，ドメイン名の変更とhttps
化を行いました．そのため，学会ウェブサイトの

URLが変更になりましたのでお知らせ致します． 
 
旧 
http://bsj.gr.jp 
新 
https://bms.gr.jp 
 
 通常業務としてWebページの整備・更新・ML
による情報発信を行いました．今後も会員の皆様

に有益な情報が提供できるよう，引き続き Web
ページの整備・更新を行っていきたいと思います． 
 

学会 Facebookでの情報提供 

学会 Facebook では，日本行動計量学会に直接

関係する情報について，学会ホームページの新着

情報が更新された際に対応するお知らせ記事を投

稿しています．お知らせや記事をご覧になりました

ら是非記事を「シェア」していただきますようお願

い致します．「シェア」していただけますと情報共有

の面で有用と思います． 
 

http://bsj.gr.jp/
https://bms.gr.jp/
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学会 Twitterでの情報提供 

 大会情報，シンポジウム情報，春の合宿セミナー，

新着論文等について情報提供を行っています．11月

6 日現在，フォロワー数は 417 です．こちらにつき

ましても，「フォロー」をぜひお願い致します． 

 
メールニュースの配信 

 2020 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです． 
 

メールニュースの配信数 

 
 
広報委員会では，会員に関係があると思われる

シンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企業

の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の皆様

から情報を募集しております．広報依頼の受付の

ページ 
https://bms.gr.jp/prrequest/ 
から情報をお寄せ下さい． 
 
 

2020年度日本行動計量学会総会議事録 

COVID-19 の影響により，2020 年 9 月に開催

が予定されていた日本行動計量学会第 48 回大会

は対面での開催が中止となった．それに伴い，大

会期間中に開催予定だった 2020 年度日本行動計

量学会総会は，郵送により決議，報告を行うこと

が 2020 年 8 月 6 日の日本行動計量学会理事会で

決まり，下記の通り実施された．なお，本学会で

は，総会の定足数が決まっておらず，決議は返信

された有効回答の過半数をもって決することとし

た． 
 

総会資料：会報 166 号（2020 年10 月1 日発行）

に同封して送付 
議決権ハガキ受付〆切：2020年10月30日（金） 
集計日時：2020年11月4日（水）13時00分～

14時00分 
集計場所：大学入試センター 322室 
有効票数：131通 
 
1. 報告および議事 
(1) 2019年度事業報告及び決算報告 

2019 年度事業報告および決算報告が配付され，

賛成130通，白票1通ですべて承認された．なお，

2020年7月に監事2名の回覧による監査を行い，

事実に相違ないこと，理事会および各種委員会は

適切に運営されていることは確認されている． 
(2) 2020年度事業計画及び予算案 

2020年度事業計画および予算案が配付され，賛

成130通，白票1通ですべて承認された． 
(3) 名誉会員推薦 
理事会が推薦した朝野熙彦会員のプロフィール

が配付され，賛成129通，反対1通，白票1通で

承認された． 
 
2. 学会賞授与 
学会賞受賞者とその授賞理由（前川眞一学会賞

選考委員長による作成）が配付された． 
功績賞を山岡和枝会員，優秀賞を尾崎幸謙会員，

奨励賞を山口一大会員，出版賞を北田淳子会員に

授与することが発表された．賞状は郵送で，副賞

は銀行振込で授与された． 
 
※今年度は，議論の場を設けられず，申し訳あり

ませんでした．ご意見などがありましたら，下記

の連絡先まで遠慮なくお寄せ下さい． 
菊地事務局長 kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp 
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特別会計(別口座） ｜ 支出 ｜ 収入
－

期末 備考’ 期首
一

功績賞10万円1名、俊秀賞5万円2件、
15万円を一般会計より積立

学会賞基金(林知己夫賞） 2,757,970円 200,648円 150,024円 2,707,346円

奨励賞3万円1名
出版賞5万円1件
講演者1名10万円

|学会賞基金(肥田野･水野賞）
|学会賞基金(杉山賞）
|柳井レクチャー基金

30,648円

50,000円

100,648円

127,601円

498,110円

597.408円

皿
昭
一
昭

96,979円

448.110円

496.760円

入会案内印刷50,328円、
学会Webリニユーアル376,500円

学会活動積立金 5,937,748円6,364,523円 426,828円 531聟~

817.198円|名簿作成
6,186.960円|科研費返還予定金預かり分を含む

会員名簿作成費積立金
事務局整備積立金

120,589円

0円

8円

29,702円

937,779円

6.157.258円

国際情報発信強化(2018～2022年度）
2018年度繰越分を含む科学研究費補助金 2,042,766円30,298円 1,487,532円 3,500,000円

0円’ 2.000.000円'2018年度のご寄付寄付金 2,000.000円 0円

日本行動計量学会 自2019年4月1日
至2020年3月31日

会計監査の結果､事実の通り､相違ないことを証します。

2020年1月/1日 、監事

洞一 」二 賂②潅弟(写



収入 2020年度予算 2019年度実績 予実差異
前年度繰越金 6,202,905 2,148,413 △ 4,054,492
前年度事業未払繰越金 930,662 3,281,319 2,350,657
学会費 5,600,000 5,972,000 372,000
学会費（次年度以降前受け分） 1,600,000 1,878,000 278,000
学会誌売上金 100,000 114,000 14,000
広告費 600,000 510,000 △ 90,000
預金利子 20 20 0
Behaviormetrika印税 1,058,126 1,733,426 675,300
著作権料 8,000 8,000 0
雑収入 0 1,846,691 1,846,691
各委員会からの返還金等 0 1,124,953 1,124,953
学会活動積立金取り崩し 0 0 0
事務局整備積立金取り崩し 0 0 0
会員名簿発行積立金取り崩し 0 0 0

計 16,099,713円 18,616,822円 2,517,109円

支出 2020年度予算 2019年度実績 予実差異
前年度事業未払分 930,662 3,306,319 2,375,657
学会誌制作費和文誌47-2 1,000,000 955,797 △ 44,203
学会誌制作費和文誌48-1 1,000,000 0 △ 1,000,000
学会誌制作費欧文誌48 2,750,000 2,750,000 0
シンポジウム・セミナー費用 300,000 100,000 △ 200,000
各委員会活動費 450,000 450,000 0
研究部会費 100,000 150,000 50,000
学会事務委託費 1,800,000 1,501,969 △ 298,031
印刷費等 5,000 0 △ 5,000
会報発行費 880,000 876,871 △ 3,129
欧文誌郵送費 10,000 7,686 △ 2,314
通信費 10,000 1,850 △ 8,150
インターネット利用料 110,000 43,249 △ 66,751
消耗品費 5,000 4,565 △ 435
会合費 220,000 162,173 △ 57,827
雑費 30,000 21,116 △ 8,884
インターネットバンキング利用料 26,500 26,160 △ 340
学会誌保管料等 88,000 86,400 △ 1,600
J-stageデータ作成 150,000 118,116 △ 31,884
大会運営費 550,000 429,127 △ 120,873
大会準備金 300,000 300,000 0
予備費 5,203,051 4,697 △ 5,198,354
各種分担金 30,000 30,000 0
会員名簿作成 0 0 0
学会活動積立金 0 0 0
事務局整備積立金 0 0 0
学会賞基金積立金 150,000 150,000 0
会員名簿作成費積立金 0 0 0
カード手数料 1,500 450 △ 1,050
その他 0 6,710 6,710
当年度事業未払繰越金 0 930,662 930,662
次年度への繰越金 6,202,905 6,202,905

計 16,099,713円 18,616,822円 2,517,109円

特別会計（別口座）　　　 期首 支出 収入 期末

学会賞基金（林知己夫賞） 2,707,346円 150,000円 150,000円 2,707,346円

学会賞基金（肥田野・水野賞） 96,979円 30,000円 0円 66,979円
学会賞基金（杉山賞） 448,110円 50,000円 0円 398,110円
柳井レクチャー基金 496,760円 100,000円 0円 396,760円
学会活動積立金 5,937,748円 0円 0円 5,937,748円
会員名簿作成費積立金 817,198円 0円 0円 817,198円
事務局整備積立金 6,186,960円 30,298円 0円 6,156,662円

科学研究費補助金 2,042,766円 3,842,766円 1,800,000円 0円

寄付金 2,000,000円 0円 0円 2,000,000円

日本行動計量学会 自 2020年4月1日
至 2021年3月31日

第49回大会分

zoom利用料金を含む

2018年度科研費残額返還

広報委員会メールアドレス、ドメイン名維持・変更

和文、欧文、運営（各15万円）

選挙費用30万円を含む

第48回大会業務委託基本料、Web運営費用

学会賞関係文房具

奨励賞3万円1名

研究部会2件（各5万円）

和文47-1
備考

和文46-2以降、大会抄録集

学会名義の銀行口座

実績は和文46-2

会報4号分

250万円＋消費税10%

講演者1名10万円

統計関連学会連合3万円

日本行動計量学会2020年度予算
備考

滞納分支払いを含む
前受け分

2019年度分

国際情報発信強化（2018～2022年度）、
返還予定分242,986円、2019年度繰越分
1,799,780円、2020年度分180万円

和文47-1

15万円を学会賞基金（林知己夫賞）に積立

備考

功績賞10万円1名、優秀賞5万円1件、
15万円を一般会計より積立

出版賞5万円1件
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理事会議事録 

日本行動計量学会2020年度第1回理事会議事録 
 

日時：2020年8月6日（木）13：00～15:45 
場所：オンラインによる開催 

 

議事進行：植野真臣理事長 

理事出席者：足立浩平，岩崎学，植野真臣，大森

拓哉，岡太彬訓，岡田謙介，尾崎幸

謙，狩野裕，菊地賢一，黒木学，椎

名久美子，繁桝算男，鈴木讓，竹村

和久，中山厚穂，南風原朝和，芳賀

麻誉美，星野崇宏，松本渉，本村陽

一，森裕一，山岡和枝，山田剛史，

横山暁，吉野諒三 (25名)，委任状4
名 

監事出席者：村上隆 

陪席者：前川眞一学会賞選考委員長，橋本貴充(書

記) 

 

資料 

1. メール会議 
1-1. 2020年3月メール会議 
1-2. 柳井レクチャー講演者 
1-3. 大会開催方法 
1-4. 会員異動 
2. 第48回大会 
2-1. 教室・国際会議場等のご使用にあたっ

ての注意事項 
2-2. 48回大会費用見積もり 
2-3. 8月2日以降の本学におけるイベント

について 
2-4. 48回大会プログラム（抜粋） 
3. 2019年度決算案・2020年度予算案 
3-1. 2019年度決算案 
3-2. 2020年度予算案 
4. 学会賞最終候補者 
5. 総会関係 
5-1. 2019年度事業報告 
5-2. 2020年度事業計画案 
6. 寄付金の使用に関するWG報告 
7. 和文誌編集委員会報告 
8. 欧文誌編集委員会報告 
9. 運営委員会報告 
10. 広報委員会報告 

11. 資料アーカイブス委員会報告 
12. 入退会リスト 
13. 第47回大会収支補足資料 

 
議事 
議事に先立ち，開始時点で議決権 25 名（理事

出席 21 名，委任状 4 名）であり，理事会が成立

していることが確認された． 
1. メール会議承認 

資料 1 にもとづき，4 件のメール会議で合意

された事項が承認された． 
2. 第48回大会 

竹村大会実行委員長より，資料2にもとづき，

第48回大会の準備状況について説明があった．

第 48 回大会の開催について審議され，対面に

よる研究発表は行わないこととなった．参加費

の入金のない一般セッションと特別セッショ

ンの発表申し込みについては，口頭発表予定者

に発表の取り下げの有無を確認し，取り消す場

合は抄録集から削除することとなった．印刷し

た大会抄録集は参加者に9月中に発送し，PDF
版を大会開催日に学会 Web サイトに掲載する

こととなった． 
対面開催を行わないことを，会員のメーリン

グリスト，学会web，大会webで告知すること

になった．大会チュートリアルセミナーやシン

ポジウムなど一部のプログラムについては，オ

ンライン開催の可能性について検討すること

になった． 
3. 第49回大会 

大森大会担当委員長より，第 49 回大会の開

催校が未定であることが報告された．オンライ

ン開催も見据えて検討する可能性が報告され

た． 
4. 2019年度決算案・2020年度予算案 

椎名副事務局長より，資料 3-1 にもとづき，

2019年度決算案について説明があった．村上監

事より，監事監査を行い，決算に間違いのなか

ったことが報告された．2019年度決算案は，質

疑応答の後承認された． 
椎名副事務局長より，資料 3-2 にもとづき，

2020年度予算案について説明があった．秋の行

動計量セミナー・春の合宿セミナーの準備金に

ついて，運営委員会が金額と積算根拠の提示を

行った後，2020年度予算案に組み込むこととな

った．予算案については，理事会メーリングリ
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ストで報告・承認を経て，総会資料とすること

になった． 
5. 名誉会員・学会賞 

前川学会賞選考委員長より，資料4にもとづ

き，学会賞受賞者の候補が提示され，承認され

た．資料4にもとづき，名誉会員の候補が提示

され，総会に諮ることが承認された． 
6. 総会関係 

菊地事務局長より，資料5にもとづき，2019
年度事業報告および 2020 年度事業計画案につ

いて説明があった．2020年度総会は対面開催を

行わず，10/1発行の会報に資料を同封し，郵送

にて採決することとなった．返送者の過半数で

承認とすることを，総会資料を送る際に明記す

ることにした． 
7. 科研費関係 

菊地事務局長より，国際情報発信強化の科研

費について，オンラインシンポジウム等の開催

の企画をお願いするという発言があった． 
8. 寄付金WG 

繁桝理事より，資料6にもとづき，WGメン

バーの追加，使途についての議論内容，今後の

予定について報告があった． 
9. 各委員会報告 
・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料7にもとづ

き，公募論文特集の結果，第 47 巻 2 号の発刊

予定，現在の投稿状況および審査状況について

報告があった． 
植野欧文誌編集委員長より，資料8にもとづ

き，現在の編集状況が報告された．

Behaviormetrika が，2019 年より SCOPUS
に，2020年よりSCImagoにそれぞれ掲載され，

平均被引用数が増加したことが報告された． 
・運営委員会 

鈴木委員長より，資料9にもとづき，研究部

会補助と，第 48 回大会チュートリアルセミナ

ーについて報告があった．秋の行動計量セミナ

ー，春の合宿セミナー，行動計量シンポジウム

について，オンライン開催などを含めて開催の

努力をしていることが報告された．研究部会規

約の改正の提案があり，承認された．シンポジ

ウム・セミナー費用による行動計量シンポジウ

ムの補助が1件申請され，承認された． 
・広報委員会 

尾崎委員長より，資料 10 にもとづき，学会

Webサイトのドメイン名変更とhttps化の完了，

広報委員会の新しいメールアドレスの取得と

ASAHI ネットの解約，それに伴う支払金額の

変更，次号会報発行日の変更について報告があ

った． 
・大会担当委員会 

大森委員長より，第 49 回大会の開催校の立

候補および推薦が呼びかけられた． 
・資料アーカイブス委員会 

松本委員長より，資料 11 にもとづき，著作

権者等からの確認プロセスと，『数理科学』誌

の現在の取り扱い出版社への支払いを終えた

こと，ウェブ上での一般公開の準備をしている

ことが報告された． 
・柳井レクチャー委員会 

吉野委員長より，今年の柳井レクチャーでは

村上隆会員がオンラインにて講演する旨の案

内があった．次年度以降に向けて，選考の方針

などを再考中であり，今後，具体的な改正案を

提示する予定であると報告された． 
・統計関連学会連合 

岡太担当理事より，今年の連合大会はオンラ

インにて行われることが報告された．岩崎理事

より，来年の連合大会が長崎大学で開催される

こと，政府の骨太の方針で統計学の強化が示さ

れた際には各学会に協力を求める可能性があ

ることが報告された． 
・事務局 

菊地事務局長より，資料 12 にもとづき，入

会の申請について報告があり，承認された．資

料13にもとづき，第47回大会実行委員会から

の学会への寄付金について報告があった． 
10. その他 
・次回理事会はオンラインにて開催される予定で

ある． 
以上 

 

学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 
承認日 協賛イベント 開催年月日 
2020年 
11 月 10
日 

第23回情報論的学習

理論ワークショップ 
(IBIS2020) 

2020年 
11 月 24 日

-26日 
（2020年 8 月6日～ 11月10日承認のもの） 
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会員の著書等 

 
Paolo Giordani, Maria Brigida Ferraro, 
Francesca Martella（著）Akinori Okada（編）

『An Introduction to Clustering with R』，

Springer Nature Singapore Pte Ltd，2020年8
月 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
岩崎学・西郷浩・田栗正章・中西寛子（共編）美

添泰人・荒木万寿夫・元山斉（共著）『スタンダー

ド 経済データの統計分析』，培風館，2020年9
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田村高志・古谷奈菜・水師裕（著）『リノベーショ

ン・オブ・バリュー 負からのマーケティング』，

総合法令出版，2020年10月 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿してください．お待ちしております． 
 
和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 
慶應義塾大学経済学部 
星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 
E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 
(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 
(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 
注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 
 
欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
Editorial Managerからご投稿ください． 
https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul
t.aspx 
植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 
注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  
(ISSN)0385-7417（print version） 
(ISSN)1349-6964（electronic version） 
 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974年）

に遡って電子化し，JSTで運用している電子アー

カイブサイト J-STAGE にて全文公開（無償での

公開）しております．電子アーカイブ化・公開に

は，創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電

子公開）の同意を論文著者から得る必要がありま

す．1999年の総会以降刊行された論文については，

著作権は日本行動計量学会に帰属するよう規定が

明確に定められましたが，それ以前に掲載された

記事等の著作権は，明確に定められておりません

でした．電子化し公開するに当たっては，各論文

の著者全員に，本学会への著作権委譲についての

文面をお送りし，多くの著者のご了解をいただき

ました．現在までにお返事をいただいていない著

者の論文は，本来は著者からの権利委譲を待つべ

きですが，「行動計量学」「Behaviormetrika」そ

れぞれ全体の研究上の利便性，研究者の利用の便

宜等を考えて，すでに電子化公開しております．

著作権委譲についてお返事をいただいていない著

者で，電子化し公開することが不都合とお考えの

方は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委員会まで

ご連絡下さるようお願いいたします．公開を中止

するなど，学会として誠意をもって対応いたしま

す．  
なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB
ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 
https://bms.gr.jp/journals/copyright/ 
に掲載されていますのでご参照下さい． 
また，「Behaviormetrika」は，2017 年 1 月発

行の Volume 44, Number 1 よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．これに

伴ってVolume 44, Number 1以降はシュプリン

ガー・ジャパン社のWeb siteにおいて公開されま

す（非会員には有償）．Volume 43, Number 2以

前に掲載された論文は，従来通りJSTで運用して

いる電子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公

開されます． 
 
 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2020年11月9日現在） 

正会員       ： 770名 （海外4名含む） 
準会員       ： 99名  
名誉会員      ： 21名  
賛助会員      ： 23社  
シニア会員     ： 36名  
計         ： 949名  
学会誌等寄贈先 ： 5件  
 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせください． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 
会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

メールアドレスを新規登録，変更，削除（メール

ニュースの配信停止）される場合は，ご自身で，

「会員向けメーリングリスト」のページ 
https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，記載されている指示にしたがい，マ

イページにログインして作業を行ってください．

よろしくお願いします． 
 

マイページへのログイン 
 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 
 学会Webサイトの「会員のみなさまへ」の「会

報」ページの「最新版」および「バックナンバー」，

「過去のメーリングリスト」ページの「過去のメ

ールニュース」のページにアクセスする際には，

以下のユーザー名とパスワードの入力が必要とな

ります． 
ユーザー名：bsj   パスワード：1973 
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求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 
 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 
会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 
 

会報の広告欄への出稿について 
会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 
〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 
Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 
会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書（会報発行日に出版後 2 年を経過しないもの）

や，会員に関係があると思われるシンポジウム，

セミナー，公募情報（賛助会員企業の求人情報も

含む）などの情報を含め，会員の皆様から原稿を

募集しております．「広報依頼の受付」のページ 
https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せください．なお，2011年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が

創設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に

会員によって刊行された優れた書籍の著者・訳者

が対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が書籍等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せくださいますようお願いいたします．なお，会

員の方がご自身で出版された書籍についてご連絡

いただく際には，書誌情報とともに（出版社から

入手した）書影を後日お送りいただきますので，

ご準備ください． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号168号は3月発行のため，1
月末日まで）にお寄せいただければ，直近号に掲

載することが可能です．それ以降に届いたものに

つきましては，内容を判断した上で，次号に回さ

せていただきますのでよろしくお願い申し上げま

す． 
不明な点などございましたら，上述の「広報依

頼の受付」のページよりお問い合わせください． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 
 
編集後記 
今号にご寄稿下さった皆様に，紙面を借りて，

御礼申し上げます．お忙しい中，どうもありがと

うございました． 

新型コロナ感染症の影響で，学会運営の在り方

も対応・変化を余儀なくされておりますが，本会

報も少しでも充実した会報になるよう努めていき

たいと考えております．エッセイ，ご意見，ご要

望，その他会報に掲載すべきと思われる情報など

ございましたら「広報依頼の受付」のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 
より，ご連絡いただければ幸いです． 

本年は新型コロナに振り回された 1年となりま

したが，（少々早いですが）良いお年をお迎えくだ

さい．明年もどうぞ宜しくお願い致します． 

(ふじた たいすけ，藤田 泰昌) 
 
題字：林知己夫 
 
広報委員会委員長：尾崎幸謙 

会報作成担当：藤田泰昌，石橋敬介，稲水伸行，岩間

徳兼，上野雄史，大﨑裕子，久保沙織，

水師裕，鈴木宏哉，登藤直弥，朴堯星，

袰岩晶，元山斉 

相談役：中山厚穂 
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